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①　研究背景と目的

街を歩いていると建物や植栽などが要因になって様々なシークエンスがみられる。そしてシークエンスが乏しかった場合は「順化」という現象で飽きがきてしまう。そこで魅力的な街作りはいろいろ試されているが、人が飽きると思うタイミングや実験を一回目に行った場合と二回目に行った場合ではそこのシークエンスに対するか感じ方に変化があるのかどうかを調べることが目的である。
②　研究の位置づけ

　　高速道路や一般道の快適性を調べた論文は、路傍植栽の種類やその植わっている間隔、高さについて調べそしてどのようにすれば脱馴化の現象が現れるのかを述べていたが、視点が歩行者ではなく運転手や助手席に座っている人だったので歩行者の立場で述べられていない。

③　調査目的と調査方法

　　調査目的として歩行者にとって飽きがこないシークエンスとはどのようなものかを調べ、対象の敷地は人が飽きない要素をふくんだ植栽などを架空の道であらわす。被験者は立命館大学の学生で男女各20名である。そして、アンケート調査を行い被験者が写真をみたときに感じたものや改善点について答えてもらう。この操作を何回も行う。

④　分析

　　アンケート調査の結果を集計しそれぞれグラフにしその変化を観察する。そして、理想の通りを再現する。

⑤　仮説

　　植栽の種類なども飽きに関係しているが、普段からあまりみられないような導線をくむことで人は順化の現象を軽減できるのではないかと考えている。
